
 

 

 

 

 

 

    
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ＴＨＴジャパン山口』は、「サイクル県やまぐち」のシャドープロジェクトとして、ネクストプロジェクト構築に寄与するものです。 

そのためにも、山口県の特徴を活かした、地域貢献型マルチサイクリングクラブを意識した実験企画が必要と考えます。 

特徴その１）    街と里のバランスが良い。さらにプロショップの位置関係も微妙に良い。                         ＊ 

特徴その２）      自然と歴史に恵まれている。それもサイクリングに程よい距離に点在している。                         ＊ 

特徴その３）   道路整備が行き届いている。しかし、自動車優先思想は他県と変わらず、走行環境整備も同じく課題。                    ＊ 

特徴その４）   サイクル県やまぐちに寄せる期待。とは言え後発企画であり、セキュリティや市民権については県単独では無理。                    ＊ 
 

ショップのメリット・デメリットを超えた連携を前提に、「街道」「山道」「町の道」でフィールドを開拓し、独自の基準で隣接県も含めたファンを獲得し、一定のマーケットを醸成する。 

但しそれには、官製イベントを仕掛けつつ参加者の中から、「時には参加者、時には主催者」のキーワードを理解した準Ｓ級スタッフを発掘する必要もあります！ 

  

Cyclist Licence ＆ Tourism Maintenance CP7 

自転車多様性／テトラバランス 

自転車さんぽ◇山口セレクション 
 

ベース企画として各市町でローテ

ーション開催。主催:教育委員会、

調査:サイクリング協会、運営 :競

技連盟、募集:ショップ、景品:観光

協会＆商工会、後援:県警。 

１００ｋｍブルべ・スペシャルデイ 
 

ナショナルブルべの推奨コースを

利用して、荷物の搬送や、観光案

内等を付加する、セルフ＋サポー

トの、イベントでもない、ガイドでも

ない、新スタイルのサイクリング。 

食と匠の七次産業化 
 

交流人口の拡大とは、下世話な

話し、経済効果を狙ったもので、

そのエリアでの食事や物産購入

は切り離せない。生産＋加工＋

販売＋ＰＲ＝七次産業化！ 

ＭＴＢパーク＆Ｔｈｉｎｋ ＭＴＢ 
 

ＭＴＢの山道走行は、いつも訳ア

リ！２１世紀前夜のＭＴＢブーム

は無知のため収束。クローズド＆

オープンの考えのもと、県東部と

県西部で実験企画を実施。 

防長かるたドライブ／チョイスＺ 
 

自転車の立場を訴えるには、地

元住民や他の交通へのリスペクト

が肝要。それも含め、移動の自由

を考えるザッピング企画として、ド

ライブ版や、混合版を実践。 

地域貢献型マルチサイクリングクラブ 

サイクリングの自由法 

案 
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http://bikejoy.web.fc2.com/C.htm#07

